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　 令 和 7 年 9 月 26 日 （金）～令 和 7 年 12 月 25 日 （木）

の会期で， 特別展 「鐡山―釜石鉱山と東北地方の鉄スカルン

鉱床」 を開催した （図 1） . 会期中には 2 回のギャラリートー

クを行った （図 2） . 

　 鉄は， 地球の核を構成する主要元素であり， 核だけでなくマ

ントルや地殻にも広く分布する． 地球に含まれる鉄の割合は重

量で 32％にもなり， 地球に最も多く存在する元素とも言える．

さらに人間に欠かせない必須金属で， 酸素運搬など生体内で

重要な役割を担う． 加えて， 鉄は優れた強度や加工性， リサイ

クル性を備えており， 建築資材や交通機関など幅広い用途で

利用され， 現代社会の基盤を支える重要な資源となっている． 

歴史的にも鉄は産業革命を後押しした金属として知られ， 鉄

鋼の大量生産技術の確立は蒸気機関 ・ 鉄道の発展を加速さ

せ， 近代産業社会の形成に寄与した． 東北地方には， 明治日

本の産業革命を支えた釜石鉱山をはじめ， 鉄や銅を産出した

鉱山が複数存在する． これらの多くは， スカルン鉱床と呼ばれ

るタイプの鉱床である． 本展は， かつて東北地方に豊富に存

在した鉄資源について理解を深める機会となった． 会場では

鉱石を中心に多数の標本を展示し， 東北地方に分布するスカ

ルン鉱床の地質学的特徴や， 産出鉱物の多様性についてパネ

ルで解説した．
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展示解説

　 本展は， 鉄の化学的性質， 古代文明における鉄の歴史， 鉄

の製錬 ・ 利用， スカルン鉱床の特徴， 東北地方の鉄スカルン

鉱床とそれら鉱床に産する鉱石及び関連する岩石について，

資料や標本とともに紹介する展示構成となった． 本展で紹介

したスカルン鉱床は， 釜石鉱山 （岩手県釜石市）， 和賀仙人

鉱山 （岩手県北上市）， 赤谷鉱山 （新潟県新発田市）， 板戸沢

鉱山 （秋田県鹿角市）， 八茎鉱山 （福島県いわき市） である．

    鉄は， イオン化傾向が大きく， 他の元素と化合物や錯体を

作りやすい性質がある． 2 価と 3 価の鉄イオンがあり， 酸素の

多い環境では酸化物を作り， 鉄と酸素の割合が異なる 3 種類

の酸化物が存在する． 赤鉄鉱 (Fe₂O₃)は 3 価の鉄と酸素から

なり， 磁鉄鉱 （Fe₃O₄） は 2 価と 3 価の鉄が 1 ： 2 の割合で含

まれる． ウスタイト (FeO) は， 還元環境でしか存在しない 2 価

の鉄と酸素からなる酸化鉄である． 地表付近では， 赤鉄鉱と

磁鉄鉱が多く， これらは鉄鉱石として採掘される． 現在の鉄資

源の 8 割は縞状鉄鉱層から供給されているが， その他の供給

源として鉄スカルン鉱床， 沈積岩 （マグマから磁鉄鉱が沈積

した鉱床）， 砂鉄 （磁鉄鉱を含む岩石が風化侵食され堆積し

たもの）， 褐鉄鉱 （冷泉の湧出口に堆積する赤褐色泥状の沈

殿物） が挙げられる．

　日本においては 6 世紀後半には鉄器が作られていたことが

知られている． 明治維新の頃まで利用されてきた鉄の原料は

砂鉄であり， たたら製鉄方式による生産のため， 大量生産は

できなかった． 幕末になり， 高まる鉄の需要に応えるために，

西 洋 式 の 高 炉 が と り 入 れ ら れ た． 1856 年 に， 大 島 高 任

（1826 年 -1901 年） が釜石に洋式高炉を建設して日本で

初めて連続出銑操業に成功し， 鉄の大量生産を可能とした．

これにより， 日本の産業の近代化がすすむこととなった． 釜石

にある橋野鉄高炉跡は， 日本最古の高炉跡であり， 平成 27

年 （2015 年） に 「明治日本の産業革命遺産」 の構成資産の

一つとして UNESCO 世界文化遺産に登録されている．

    大島高任は洋式高炉の建設地に良質な鉄鉱石を産出する

図 1　特別展ポスター

釜石を選んだ． 釜石鉱山は， スカルン鉱床であり， 日本最大

の鉄鉱山かつ日本有数の銅鉱山である．  スカルンとは， 地下

（地表から数 km より深い所） で， 石灰岩などの炭酸塩岩の地

層にマグマが貫入したときに， その接触部付近にできる， 炭酸

塩岩とマグマが反応してできた岩石のことである ( 図 3)． マグ

マからは多くの金属を溶かし込んだ熱水 （鉱化流体） が供給

される． このマグマ （＋鉱化流体） と周囲の岩石の間には温

度と化学組成の違いがあり， そのため互いに安定した状態 （平

衡状態） になろうと化学反応が起き， 強い反応帯 （スカルン）

が形成される． このスカルン化作用に伴って形成された鉱床

をスカルン鉱床と呼ぶ． マグマや周囲の堆積岩に様々な金属

元素が含まれているため， 多様な金属ー鉄 （Fe） , タングステ

ン（W）, 銅（Cu）, 鉛（Pb）, 亜鉛（Zn）, モリブデン（Mo）, 金（Au）, 

錫 （Sn） などーが鉱石として産出する． 鉄の多いスカルン鉱

床は， 鉄スカルン鉱床と呼ばれる． スカルン鉱床の形成には

炭酸塩岩と火成岩の組み合わせを必要とするため， 世界的な

分布は偏っている． 日本列島は石灰岩が豊富であり， 火成岩

も比較的多く， 世界的にも多くのスカルン鉱床が存在している

といえる．

    スカルン鉱化作用は， カルシウム （Ca） やマグネシウム

（Mg） を多く含む炭酸塩岩が関与することから， これら元素

を多く含む特徴的な鉱物 （スカルン鉱物） が形成される． 典

型的なスカルン鉱物として柘榴石， 輝石， 緑簾石， 珪灰石， ベ

スブ石， 斧石のほかフォンセン石などの含硼素 （ホウ素） 鉱

物がある． また， 様々な元素を含む熱水が関与することもあり，

稀な鉱物が産出し， 新鉱物が発見されることも少なくない． 釜

石鉱山でも釜石石 （かまいしせき , Kamaishillite） が新鉱物

として登録されている．

図 2　特別展の様子（写真下はギャラリートークの様子）

　 釜石地域では， 規模の異なる鉱床が東西に分かれ蟹岳複合

岩体を取り囲むように南北に連なっている （図 4）． 釜石鉱山

の鉱床は， 東列鉱床， 西列鉱床と分けられ， 鉱床規模は西列鉱

床が大きい． これはスカルン鉱化作用に必要な石灰岩が西側

に広く産出するためと考えられる． 釜石鉱山では， 鉱床の火成

岩側では鉄鉱石 ・ 柘榴石が多く， 鉱床の石灰岩側では銅鉱石 ・

輝石が多くなる （図 5）． 鉄鉱石を構成するのは主に磁鉄鉱だ

が， 磁硫鉄鉱や赤鉄鉱も観察される． 銅鉱石は主に黄銅鉱，

キューバ鉱であり， 黄銅鉱の変質鉱物として孔雀石や藍銅鉱も

産する． 比較的地表に近い浅い部分では熱水活動によって岩石

に亀裂が入り， 角礫化したスカルンが形成されている （図 5c）．

    日本最大の釜石鉱山がそうであるように， 鉄スカルン鉱床に

おける主な鉱石鉱物は磁鉄鉱である． 一方， 赤鉄鉱を主な鉄鉱

石とするスカルン鉱床は稀である． 国内には， この赤鉄鉱を主

要鉱石とする鉄スカルン鉱床があり， 岩手県和賀仙人鉱山と

新潟県赤谷鉱山が知られている． 赤鉄鉱の形成については議

論があるものの， スカルン形成の後， 磁鉄鉱が新たな火成岩貫

入による熱水作用の影響を被り， 赤鉄鉱化したと考えられる．   

　 本展では，これら鉱山で産出した鉱石とスカルン鉱物に加え，

秋田県鹿角市で短期間稼働した板戸沢鉱山および福島県いわ

き市八茎鉱山の鉄鉱石 （磁鉄鉱） とスカルン鉱物標本が展示

された． 展示期間中は， 来訪者が実物標本に直接触れて観察

できるコーナーが設けられた （図 6）． また， 来訪者には， 希望

に応じて釜石鉱山より産出した数センチのスカルン鉱物がお土

産として配布され， 関心を集めていたようである． これらスカ

ルン鉱物は鉱山の操業中はズリとして廃棄されていたものであ

るが， スカルン鉱物の観察に適しており， 中には鉱石鉱物が入っ

ているものも認められた．

    本特別展を開催するにあたり， 釜石鉱山株式会社より， 多く

の標本を寄贈いただいた． 釜石市教育委員会， 日鉄鉱業株式

会社，田中隆之氏，渡辺亮太氏には釜石関連の標本・資料貸与 ・

情報提供をしていただいた． 本展では， ナウマンの大日本予察

地質図東北部 （旧釜石鉱山事務所所蔵） も展示された． 北上

市立博物館には和賀仙人鉱山の操業当時の画像を提供してい

ただいた． 埼玉県立さきたま史跡の博物館には稲荷山古墳出

土刀剣の画像の使用許可をいただいた． 瀬野洸太朗氏， 赤井

純治氏に赤谷鉱山および和賀仙人鉱山に関する研究ポスター

作成 ・ 標本貸与を， 秋田県立博物館鈴木照洋氏には標本の貸

与， 展示作業にご協力いただいた． 本展のポスターデザインは

齋藤　 茜氏が行なった． その他多くの方々のご協力をいただ

き， 本展を開催することができた． 以上の方々に感謝し厚く御

礼申し上げる． なお， やむを得ない事情により， 予定されてい

た日本鉱業協会の町田晶一氏と本学名誉教授の渡辺　寧氏に

よる講演を中止せざるを得なくなった． 両氏に深くお詫び申し

上げるとともに， 心より感謝申し上げる .
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の会期で， 特別展 「鐡山―釜石鉱山と東北地方の鉄スカルン

鉱床」 を開催した （図 1） . 会期中には 2 回のギャラリートー

クを行った （図 2） . 

　 鉄は， 地球の核を構成する主要元素であり， 核だけでなくマ

ントルや地殻にも広く分布する． 地球に含まれる鉄の割合は重

量で 32％にもなり， 地球に最も多く存在する元素とも言える．

さらに人間に欠かせない必須金属で， 酸素運搬など生体内で

重要な役割を担う． 加えて， 鉄は優れた強度や加工性， リサイ

クル性を備えており， 建築資材や交通機関など幅広い用途で

利用され， 現代社会の基盤を支える重要な資源となっている． 

歴史的にも鉄は産業革命を後押しした金属として知られ， 鉄

鋼の大量生産技術の確立は蒸気機関 ・ 鉄道の発展を加速さ

せ， 近代産業社会の形成に寄与した． 東北地方には， 明治日

本の産業革命を支えた釜石鉱山をはじめ， 鉄や銅を産出した

鉱山が複数存在する． これらの多くは， スカルン鉱床と呼ばれ

るタイプの鉱床である． 本展は， かつて東北地方に豊富に存

在した鉄資源について理解を深める機会となった． 会場では

鉱石を中心に多数の標本を展示し， 東北地方に分布するスカ

ルン鉱床の地質学的特徴や， 産出鉱物の多様性についてパネ

ルで解説した．
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展示解説

　 本展は， 鉄の化学的性質， 古代文明における鉄の歴史， 鉄

の製錬 ・ 利用， スカルン鉱床の特徴， 東北地方の鉄スカルン

鉱床とそれら鉱床に産する鉱石及び関連する岩石について，

資料や標本とともに紹介する展示構成となった． 本展で紹介

したスカルン鉱床は， 釜石鉱山 （岩手県釜石市）， 和賀仙人

鉱山 （岩手県北上市）， 赤谷鉱山 （新潟県新発田市）， 板戸沢

鉱山 （秋田県鹿角市）， 八茎鉱山 （福島県いわき市） である．

    鉄は， イオン化傾向が大きく， 他の元素と化合物や錯体を

作りやすい性質がある． 2 価と 3 価の鉄イオンがあり， 酸素の

多い環境では酸化物を作り， 鉄と酸素の割合が異なる 3 種類

の酸化物が存在する． 赤鉄鉱 (Fe₂O₃)は 3 価の鉄と酸素から

なり， 磁鉄鉱 （Fe₃O₄） は 2 価と 3 価の鉄が 1 ： 2 の割合で含

まれる． ウスタイト (FeO) は， 還元環境でしか存在しない 2 価

の鉄と酸素からなる酸化鉄である． 地表付近では， 赤鉄鉱と

磁鉄鉱が多く， これらは鉄鉱石として採掘される． 現在の鉄資

源の 8 割は縞状鉄鉱層から供給されているが， その他の供給

源として鉄スカルン鉱床， 沈積岩 （マグマから磁鉄鉱が沈積

した鉱床）， 砂鉄 （磁鉄鉱を含む岩石が風化侵食され堆積し

たもの）， 褐鉄鉱 （冷泉の湧出口に堆積する赤褐色泥状の沈

殿物） が挙げられる．

　日本においては 6 世紀後半には鉄器が作られていたことが

知られている． 明治維新の頃まで利用されてきた鉄の原料は

砂鉄であり， たたら製鉄方式による生産のため， 大量生産は

できなかった． 幕末になり， 高まる鉄の需要に応えるために，

西 洋 式 の 高 炉 が と り 入 れ ら れ た． 1856 年 に， 大 島 高 任

（1826 年 -1901 年） が釜石に洋式高炉を建設して日本で

初めて連続出銑操業に成功し， 鉄の大量生産を可能とした．

これにより， 日本の産業の近代化がすすむこととなった． 釜石

にある橋野鉄高炉跡は， 日本最古の高炉跡であり， 平成 27

年 （2015 年） に 「明治日本の産業革命遺産」 の構成資産の

一つとして UNESCO 世界文化遺産に登録されている．

    大島高任は洋式高炉の建設地に良質な鉄鉱石を産出する

釜石を選んだ． 釜石鉱山は， スカルン鉱床であり， 日本最大

の鉄鉱山かつ日本有数の銅鉱山である．  スカルンとは， 地下

（地表から数 km より深い所） で， 石灰岩などの炭酸塩岩の地

層にマグマが貫入したときに， その接触部付近にできる， 炭酸

塩岩とマグマが反応してできた岩石のことである ( 図 3)． マグ

マからは多くの金属を溶かし込んだ熱水 （鉱化流体） が供給

される． このマグマ （＋鉱化流体） と周囲の岩石の間には温

度と化学組成の違いがあり， そのため互いに安定した状態 （平

衡状態） になろうと化学反応が起き， 強い反応帯 （スカルン）

が形成される． このスカルン化作用に伴って形成された鉱床

をスカルン鉱床と呼ぶ． マグマや周囲の堆積岩に様々な金属

元素が含まれているため， 多様な金属ー鉄 （Fe） , タングステ

ン（W）, 銅（Cu）, 鉛（Pb）, 亜鉛（Zn）, モリブデン（Mo）, 金（Au）, 

錫 （Sn） などーが鉱石として産出する． 鉄の多いスカルン鉱

床は， 鉄スカルン鉱床と呼ばれる． スカルン鉱床の形成には

炭酸塩岩と火成岩の組み合わせを必要とするため， 世界的な

分布は偏っている． 日本列島は石灰岩が豊富であり， 火成岩

も比較的多く， 世界的にも多くのスカルン鉱床が存在している

といえる．

    スカルン鉱化作用は， カルシウム （Ca） やマグネシウム

（Mg） を多く含む炭酸塩岩が関与することから， これら元素

を多く含む特徴的な鉱物 （スカルン鉱物） が形成される． 典

型的なスカルン鉱物として柘榴石， 輝石， 緑簾石， 珪灰石， ベ

スブ石， 斧石のほかフォンセン石などの含硼素 （ホウ素） 鉱

物がある． また， 様々な元素を含む熱水が関与することもあり，

稀な鉱物が産出し， 新鉱物が発見されることも少なくない． 釜

石鉱山でも釜石石 （かまいしせき , Kamaishillite） が新鉱物

として登録されている．

図 3　スカルンのイメージ

　 釜石地域では， 規模の異なる鉱床が東西に分かれ蟹岳複合

岩体を取り囲むように南北に連なっている （図 4）． 釜石鉱山

の鉱床は， 東列鉱床， 西列鉱床と分けられ， 鉱床規模は西列鉱

床が大きい． これはスカルン鉱化作用に必要な石灰岩が西側

に広く産出するためと考えられる． 釜石鉱山では， 鉱床の火成

岩側では鉄鉱石 ・ 柘榴石が多く， 鉱床の石灰岩側では銅鉱石 ・

輝石が多くなる （図 5）． 鉄鉱石を構成するのは主に磁鉄鉱だ

が， 磁硫鉄鉱や赤鉄鉱も観察される． 銅鉱石は主に黄銅鉱，

キューバ鉱であり， 黄銅鉱の変質鉱物として孔雀石や藍銅鉱も

産する． 比較的地表に近い浅い部分では熱水活動によって岩石

に亀裂が入り， 角礫化したスカルンが形成されている （図 5c）．

    日本最大の釜石鉱山がそうであるように， 鉄スカルン鉱床に

おける主な鉱石鉱物は磁鉄鉱である． 一方， 赤鉄鉱を主な鉄鉱

石とするスカルン鉱床は稀である． 国内には， この赤鉄鉱を主

要鉱石とする鉄スカルン鉱床があり， 岩手県和賀仙人鉱山と

新潟県赤谷鉱山が知られている． 赤鉄鉱の形成については議

論があるものの， スカルン形成の後， 磁鉄鉱が新たな火成岩貫

入による熱水作用の影響を被り， 赤鉄鉱化したと考えられる．   

　 本展では，これら鉱山で産出した鉱石とスカルン鉱物に加え，

秋田県鹿角市で短期間稼働した板戸沢鉱山および福島県いわ

き市八茎鉱山の鉄鉱石 （磁鉄鉱） とスカルン鉱物標本が展示

された． 展示期間中は， 来訪者が実物標本に直接触れて観察

できるコーナーが設けられた （図 6）． また， 来訪者には， 希望

に応じて釜石鉱山より産出した数センチのスカルン鉱物がお土

産として配布され， 関心を集めていたようである． これらスカ

ルン鉱物は鉱山の操業中はズリとして廃棄されていたものであ

るが， スカルン鉱物の観察に適しており， 中には鉱石鉱物が入っ

ているものも認められた．

    本特別展を開催するにあたり， 釜石鉱山株式会社より， 多く
図 4　釡石鉱山の地質図と地質断面図 ( 堀ほか , 1982 を改変）
　　    地質図中の鉱床には釡石鉱山の各鉱床名を示した．

の標本を寄贈いただいた． 釜石市教育委員会， 日鉄鉱業株式

会社，田中隆之氏，渡辺亮太氏には釜石関連の標本・資料貸与 ・

情報提供をしていただいた． 本展では， ナウマンの大日本予察

地質図東北部 （旧釜石鉱山事務所所蔵） も展示された． 北上

市立博物館には和賀仙人鉱山の操業当時の画像を提供してい

ただいた． 埼玉県立さきたま史跡の博物館には稲荷山古墳出

土刀剣の画像の使用許可をいただいた． 瀬野洸太朗氏， 赤井

純治氏に赤谷鉱山および和賀仙人鉱山に関する研究ポスター

作成 ・ 標本貸与を， 秋田県立博物館鈴木照洋氏には標本の貸

与， 展示作業にご協力いただいた． 本展のポスターデザインは

齋藤　 茜氏が行なった． その他多くの方々のご協力をいただ

き， 本展を開催することができた． 以上の方々に感謝し厚く御

礼申し上げる． なお， やむを得ない事情により， 予定されてい

た日本鉱業協会の町田晶一氏と本学名誉教授の渡辺　寧氏に

よる講演を中止せざるを得なくなった． 両氏に深くお詫び申し

上げるとともに， 心より感謝申し上げる .
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　 令 和 7 年 9 月 26 日 （金）～令 和 7 年 12 月 25 日 （木）

の会期で， 特別展 「鐡山―釜石鉱山と東北地方の鉄スカルン

鉱床」 を開催した （図 1） . 会期中には 2 回のギャラリートー

クを行った （図 2） . 

　 鉄は， 地球の核を構成する主要元素であり， 核だけでなくマ

ントルや地殻にも広く分布する． 地球に含まれる鉄の割合は重

量で 32％にもなり， 地球に最も多く存在する元素とも言える．

さらに人間に欠かせない必須金属で， 酸素運搬など生体内で

重要な役割を担う． 加えて， 鉄は優れた強度や加工性， リサイ

クル性を備えており， 建築資材や交通機関など幅広い用途で

利用され， 現代社会の基盤を支える重要な資源となっている． 

歴史的にも鉄は産業革命を後押しした金属として知られ， 鉄

鋼の大量生産技術の確立は蒸気機関 ・ 鉄道の発展を加速さ

せ， 近代産業社会の形成に寄与した． 東北地方には， 明治日

本の産業革命を支えた釜石鉱山をはじめ， 鉄や銅を産出した

鉱山が複数存在する． これらの多くは， スカルン鉱床と呼ばれ

るタイプの鉱床である． 本展は， かつて東北地方に豊富に存

在した鉄資源について理解を深める機会となった． 会場では

鉱石を中心に多数の標本を展示し， 東北地方に分布するスカ

ルン鉱床の地質学的特徴や， 産出鉱物の多様性についてパネ

ルで解説した．

鉱業博物館だより　2026 年　春　第 28 号

展示解説

　 本展は， 鉄の化学的性質， 古代文明における鉄の歴史， 鉄

の製錬 ・ 利用， スカルン鉱床の特徴， 東北地方の鉄スカルン

鉱床とそれら鉱床に産する鉱石及び関連する岩石について，

資料や標本とともに紹介する展示構成となった． 本展で紹介

したスカルン鉱床は， 釜石鉱山 （岩手県釜石市）， 和賀仙人

鉱山 （岩手県北上市）， 赤谷鉱山 （新潟県新発田市）， 板戸沢

鉱山 （秋田県鹿角市）， 八茎鉱山 （福島県いわき市） である．

    鉄は， イオン化傾向が大きく， 他の元素と化合物や錯体を

作りやすい性質がある． 2 価と 3 価の鉄イオンがあり， 酸素の

多い環境では酸化物を作り， 鉄と酸素の割合が異なる 3 種類

の酸化物が存在する． 赤鉄鉱 (Fe₂O₃)は 3 価の鉄と酸素から

なり， 磁鉄鉱 （Fe₃O₄） は 2 価と 3 価の鉄が 1 ： 2 の割合で含

まれる． ウスタイト (FeO) は， 還元環境でしか存在しない 2 価

の鉄と酸素からなる酸化鉄である． 地表付近では， 赤鉄鉱と

磁鉄鉱が多く， これらは鉄鉱石として採掘される． 現在の鉄資

源の 8 割は縞状鉄鉱層から供給されているが， その他の供給

源として鉄スカルン鉱床， 沈積岩 （マグマから磁鉄鉱が沈積

した鉱床）， 砂鉄 （磁鉄鉱を含む岩石が風化侵食され堆積し

たもの）， 褐鉄鉱 （冷泉の湧出口に堆積する赤褐色泥状の沈

殿物） が挙げられる．

　日本においては 6 世紀後半には鉄器が作られていたことが

知られている． 明治維新の頃まで利用されてきた鉄の原料は

砂鉄であり， たたら製鉄方式による生産のため， 大量生産は

できなかった． 幕末になり， 高まる鉄の需要に応えるために，

西 洋 式 の 高 炉 が と り 入 れ ら れ た． 1856 年 に， 大 島 高 任

（1826 年 -1901 年） が釜石に洋式高炉を建設して日本で

初めて連続出銑操業に成功し， 鉄の大量生産を可能とした．

これにより， 日本の産業の近代化がすすむこととなった． 釜石

にある橋野鉄高炉跡は， 日本最古の高炉跡であり， 平成 27

年 （2015 年） に 「明治日本の産業革命遺産」 の構成資産の

一つとして UNESCO 世界文化遺産に登録されている．

    大島高任は洋式高炉の建設地に良質な鉄鉱石を産出する

釜石を選んだ． 釜石鉱山は， スカルン鉱床であり， 日本最大

の鉄鉱山かつ日本有数の銅鉱山である．  スカルンとは， 地下

（地表から数 km より深い所） で， 石灰岩などの炭酸塩岩の地

層にマグマが貫入したときに， その接触部付近にできる， 炭酸

塩岩とマグマが反応してできた岩石のことである ( 図 3)． マグ

マからは多くの金属を溶かし込んだ熱水 （鉱化流体） が供給

される． このマグマ （＋鉱化流体） と周囲の岩石の間には温

度と化学組成の違いがあり， そのため互いに安定した状態 （平

衡状態） になろうと化学反応が起き， 強い反応帯 （スカルン）

が形成される． このスカルン化作用に伴って形成された鉱床

をスカルン鉱床と呼ぶ． マグマや周囲の堆積岩に様々な金属

元素が含まれているため， 多様な金属ー鉄 （Fe） , タングステ

ン（W）, 銅（Cu）, 鉛（Pb）, 亜鉛（Zn）, モリブデン（Mo）, 金（Au）, 

錫 （Sn） などーが鉱石として産出する． 鉄の多いスカルン鉱

床は， 鉄スカルン鉱床と呼ばれる． スカルン鉱床の形成には

炭酸塩岩と火成岩の組み合わせを必要とするため， 世界的な

分布は偏っている． 日本列島は石灰岩が豊富であり， 火成岩

も比較的多く， 世界的にも多くのスカルン鉱床が存在している

といえる．

    スカルン鉱化作用は， カルシウム （Ca） やマグネシウム

（Mg） を多く含む炭酸塩岩が関与することから， これら元素

を多く含む特徴的な鉱物 （スカルン鉱物） が形成される． 典

型的なスカルン鉱物として柘榴石， 輝石， 緑簾石， 珪灰石， ベ

スブ石， 斧石のほかフォンセン石などの含硼素 （ホウ素） 鉱

物がある． また， 様々な元素を含む熱水が関与することもあり，

稀な鉱物が産出し， 新鉱物が発見されることも少なくない． 釜

石鉱山でも釜石石 （かまいしせき , Kamaishillite） が新鉱物

として登録されている．

　 釜石地域では， 規模の異なる鉱床が東西に分かれ蟹岳複合

岩体を取り囲むように南北に連なっている （図 4）． 釜石鉱山

の鉱床は， 東列鉱床， 西列鉱床と分けられ， 鉱床規模は西列鉱

床が大きい． これはスカルン鉱化作用に必要な石灰岩が西側

に広く産出するためと考えられる． 釜石鉱山では， 鉱床の火成

岩側では鉄鉱石 ・ 柘榴石が多く， 鉱床の石灰岩側では銅鉱石 ・

輝石が多くなる （図 5）． 鉄鉱石を構成するのは主に磁鉄鉱だ

が， 磁硫鉄鉱や赤鉄鉱も観察される． 銅鉱石は主に黄銅鉱，

キューバ鉱であり， 黄銅鉱の変質鉱物として孔雀石や藍銅鉱も

産する． 比較的地表に近い浅い部分では熱水活動によって岩石

に亀裂が入り， 角礫化したスカルンが形成されている （図 5c）．

    日本最大の釜石鉱山がそうであるように， 鉄スカルン鉱床に

おける主な鉱石鉱物は磁鉄鉱である． 一方， 赤鉄鉱を主な鉄鉱

石とするスカルン鉱床は稀である． 国内には， この赤鉄鉱を主

要鉱石とする鉄スカルン鉱床があり， 岩手県和賀仙人鉱山と

新潟県赤谷鉱山が知られている． 赤鉄鉱の形成については議

論があるものの， スカルン形成の後， 磁鉄鉱が新たな火成岩貫

入による熱水作用の影響を被り， 赤鉄鉱化したと考えられる．   

　 本展では，これら鉱山で産出した鉱石とスカルン鉱物に加え，

秋田県鹿角市で短期間稼働した板戸沢鉱山および福島県いわ

き市八茎鉱山の鉄鉱石 （磁鉄鉱） とスカルン鉱物標本が展示

された． 展示期間中は， 来訪者が実物標本に直接触れて観察

できるコーナーが設けられた （図 6）． また， 来訪者には， 希望

に応じて釜石鉱山より産出した数センチのスカルン鉱物がお土

産として配布され， 関心を集めていたようである． これらスカ

ルン鉱物は鉱山の操業中はズリとして廃棄されていたものであ

るが， スカルン鉱物の観察に適しており， 中には鉱石鉱物が入っ

ているものも認められた．

    本特別展を開催するにあたり， 釜石鉱山株式会社より， 多く

図5　釡石鉱山産の展示標本(a)鉄鉱石 （磁鉄鉱）．(b)鉄鉱石 （灰色を帯びた部分が赤鉄鉱）．(c)角礫スカルン．角礫状になった磁鉄鉱(黒色)
と，その間を埋める柘榴石 ( 茶色 )．（d）銅鉱石（黄銅鉱・キューバ鉱）．（e）スカルン鉱物と石灰岩．写真上から柘榴石（茶色）緑簾石（緑色），
方解石（白色）．(f) スカルン鉱物（灰鉄輝石）

の標本を寄贈いただいた． 釜石市教育委員会， 日鉄鉱業株式

会社，田中隆之氏，渡辺亮太氏には釜石関連の標本・資料貸与 ・

情報提供をしていただいた． 本展では， ナウマンの大日本予察

地質図東北部 （旧釜石鉱山事務所所蔵） も展示された． 北上

市立博物館には和賀仙人鉱山の操業当時の画像を提供してい

ただいた． 埼玉県立さきたま史跡の博物館には稲荷山古墳出

土刀剣の画像の使用許可をいただいた． 瀬野洸太朗氏， 赤井

純治氏に赤谷鉱山および和賀仙人鉱山に関する研究ポスター

作成 ・ 標本貸与を， 秋田県立博物館鈴木照洋氏には標本の貸

与， 展示作業にご協力いただいた． 本展のポスターデザインは

齋藤　 茜氏が行なった． その他多くの方々のご協力をいただ

き， 本展を開催することができた． 以上の方々に感謝し厚く御

礼申し上げる． なお， やむを得ない事情により， 予定されてい

た日本鉱業協会の町田晶一氏と本学名誉教授の渡辺　寧氏に

よる講演を中止せざるを得なくなった． 両氏に深くお詫び申し

上げるとともに， 心より感謝申し上げる .

図 6　特別展示での観察コーナー（写真手前）　
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鉱業博物館活動報告

博物館学芸員実習の受け入れ

＜第１期＞ 実習期間 ： 2025 年 7 月 25 日 （金） ～

                                        8 月 1 日 （金）

                     実習生 ： 聖心女子大学生　1 名

＜第 2 期＞実習期間 : 2025 年 7 月 26 日 （土）， 27 日 （日），

                                        9 月 1 日 （月） ～ 9 日 （火）

                     実習生 ： 秋田公立美術大学生　3 名

　当館では学芸員の業務と， 博物館の運営の実態を実務を通

して学ぶ学芸員実習の学生を受け入れています． 今年度は 4

名の学生が， 標本の整理， 展示作業， 子ども向けイベントの

サポートや館内案内などの実習に取り組みました．

令和７年度鉱業博物館特別展

第１回

鐵山 TETSUZAN ～釜石鉱山と東北地方の鉄スカルン鉱床～

2025 年 9 月 26 日 （金） ～ 12 月 25 日 （木）

場所 ： 鉱業博物館特別展示室

〈ギャラリートーク〉
第 1 回　2025 年 9 月 26 日 （金） 13 時 30 分～　

参加者 ： 15 名

第 2 回　2025 年 12 月 20 日 （土） 13 時 30 分～

参加者 ： 9 名

（P.8 に関連記事）　

第２回

Earth Trickster ～アーティストと地球科学～

 2026 年 1 月 24 日 （土） ～ 2 月 28 日 （土）　

場所 ： 鉱業博物館特別展示室

〈アーティストトーク〉

2025 年 1 月 24 日 （土） 13 時 30 分～

場所 ： 鉱業博物館講堂

参加者 ： 29 名

  　2024 年にアーティストとして

初めて海洋地球研究船 「みら

い」 に乗船した後藤理菜氏が，

航海中に記した日々の記録や制

作した絵画作品を展示しました．

2025 年 7 月 26 日 （土），

27 日 （日）　

場所 ： 大仙市荒川鉱山跡，

　　　  鉱業博物館講堂

参加者 ： 小学生 25 名

　 今年度も小学生向けのイ

ベント， ジュニアサイエンス

スクールを開催しました． 1 日目はバスで大仙市協和へ向か

い， 荒川鉱山跡で鉱物採集をし， 2 日目は採取した鉱物でオリ

ジナルの標本作りをしました． ボランティアや学生スタッフの

皆様のサポートに感謝いたします．

ジュニアサイエンススクール開催
 めざせ、鉱物マスター！ 地球のきらめき、ゲットだぜ！ 
 ～鉱物採集と標本作り～

第３回

菅江真澄シリーズ第６回講演

「菅江真澄のいる風景 ー湧水と鉱山ー」

2025 年 9 月 7 日 ( 日 )13 時 30 分～ 15 時

講師 ： 永井登志樹 氏 （菅江真澄研究会副会長）

場所 ： 鉱業博物館講堂

参加者 ： 43 名

　 菅江真澄は， 渡し場， 湧水などの 「水」 のある風景や洞窟，

鉱山の坑道などの 「洞」 のある風景を描きました． 永井氏は，

真澄がこれらの風景に特別な関心を持っていたと推察し， いく

つかの作品に触れながら真澄の実像を探りました．

令和７年度鉱業博物館開放講座

第４回

日帰りバスで行く～菅江真澄足跡探訪会～

真澄とめぐる清水の郷 ・ 美郷町

2025 年 9 月 27 日 （土）

案内者 ： 永井登志樹 氏 （菅江真澄研究会副会長）

　　　 　　熊谷　曉 氏 （六郷史談会）

 　　　　   西川　治 （鉱業博物館）

訪問先 ： 六郷湧水群， 熊野神

　　　　  社， 千屋断層， 坂本東

　　　　  嶽邸他

参加者 ： 22 名　

　 菅江真澄は地誌 「月の出

羽路仙北郡」 のなかで現在

の大仙市美郷町の湧水を多

く描いています． 探訪会では，

六郷地区の湧水群のほか真澄が神官宅に宿泊していたと伝わ

る熊野神社， 円型分水工， 千屋地区の東嶽邸と 1896 年に発

生した大地震の痕跡などを巡りました．

ニテコ清水の説明をする熊谷氏

第５回

鉱物 ・ 化石標本のスケッチ教室

2025 年 12 月 20 日 （土） 10 時 30 分～ 15 時

講師 ： 石井宏一 氏 （教育文化学部准教授）

参加者 ： 9 名

    今回で 3 回目の開催となりまし

た． 石井先生のレクチャーのあと，

各自， 館内の標本や資料の中か

らお気に入りを選んでスケッチし

ました． 最後に完成した作品を参

加者同士で鑑賞し合いました． スケッチに取り組む参加者  　         

アーティストトークの様子

鉱物採取の様子
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◆ご利用案内◆
　入　館　料
　

   開 館 時 間

　休　館　日

   

         
   ア ク セ ス     

   Web サイト 

     そ　の　他

【大　人】 100 円　　【高校生以下】 無　料

9 時から 16 時

年末年始 （12 月 26 日～翌年 1 月 5 日）
及び 12 月～ 2 月の日曜日、 祝日

< バスでお越しの方 >

秋田駅西口 12 番のりばから
中央交通バス鉱業博物館入口下車徒歩 5 分

< 徒歩でお越しの方 >

秋田駅東口から約 30 分

https://www.mus.akita-u.ac.jp/

館内の案内を希望される方は事前 （一週間前まで） に

ご連絡ください。

※開館情報は，当館 Web サイトでご確認ください． 　

令和７年度前期寄贈資料の受け入れ（寄贈者の敬称略）／支援寄附金について

※受け入れ順 ( 9 月末まで )

寄　贈　資　料
菱マンガン鉱　産地 ： 青森県西目屋村　尾太鉱山

自然銅　産地 ： 青森県東通村大字白糠

琥珀 （虫入り）　3 点　産地 ： 岩手県久慈市

ジェード輝石　2 点　産地 ： 新潟県糸魚川市

長石 ・ 黒水晶　4 点 ・ 煙水晶　2 点 ・ トパーズ　5 点　産地 ： 岐阜県中津川市蛭川村田原

蛍石　3 点　産地 ： 大分県豊後大野市　豊栄鉱山

方解石 （氷州石）　産地 ： メキシコ

ローゼライト　産地 ： コンゴ　ムリシ鉱山

ルビー　産地 ： マダガスカル

金　タングステン鉱石　産地 ： 鹿児島県　屋久島　宮之浦鉱山

ドロマイトスカルン （スラブおよびブロック）　　産地 ： 岩手県宮古市根市

天然資源標本 25 種　2 点 ・ 水晶他　10 点　産地 ： 秋田県大仙市　荒川鉱山　他

黒曜石　8 点　産地 ： 秋田県男鹿市脇本

硬質頁岩　産地 ： 北海道勇払沖深度 3355ｍ　　珪化木　2 点　産地 ： 不明

赤銅鉱―自然銅脈　産地 ： 秋田県大仙市　荒川鉱山

鉱物標本　25 点　産地 ： 不明　　化石標本　19 点　産地 ： 不明

黒鉱　産地 ： 秋田県大館市　餌釣鉱山

貫通石　産地 ： 秋田県大仙市協和船岡　協和ダム大川前トンネル

高野 邦夫

石山 大三

成田 美雪

小林　充

茨木 幸夫

鈴木 照洋

本間 和男

佐藤 吉次

佐藤 光三郎

寄　贈　者　名

鉱業博物館施設整備に関するご支援ありがとうございました

　 1961 年の開館から 60 年以上が経過し， 老朽化した建物の修繕や設備更新のため， 令和 7 年 7 月

から令和 8 年 3 月まで 「秋田大学みらい創造基金」 にて整備事業寄附金の募集を行ったところ， 多数

の法人， 個人の皆様からご寄附をいただきました． 皆様のご厚意に深く感謝申し上げます．

　 おかげさまで， 優先度の高いものから順次， 整備 ・ 改修を進める目途が立ち， まずは喫緊の課題と

なっておりましたエレベーターの修繕工事を来年度に実施する予定です．

　 いただいたご寄附は， 館内設備の維持 ・ 改善のため， 大切に活用させていただきます． これからも皆

様に安心してご来館いただけるように努めてまいりますので， 今後とも変わらぬご支援の程よろしくお願

い申し上げます．

鉱
業
博
物
館
の

施
設
整
備
に
関
す
る

ご
支
援
の
お
願
い

国
際
資
源
学
研
究
科
附
属

目標金額：1,000 万円

鉱業博物館整備事業寄附金

熊にご注意ください！

　 当館では， 現在通常開館し

ておりますが， 熊の出没等によ

り急遽利用制限を行う場合が

あります． その際は鉱業博物

館ウェブサイトにてお知らせし

ます．

　 引 き 続 き，

ご来館の際は

十分にご注意

ください．


